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家族の危機と その処置について
小寺全世












初に必こる危険な :H米 'J:~ を fJ!;Il できないものと F均iでき
るものに:分している。 (' J日lできない危険な出来白J~ とは，
(l) q lù，~.t-あるいはその他の丞裂なメンバーにとっての以
失(loss)あるいは今に L起ろうとしている領夫，たと






















































させる i位f_fl~_ についてはlÌíj稿4' て紹介した.すなわち. A 
(出来事)→ B (家族の危機に対処する資源)と初任作
JiJ-+ C (家族がその出来'J手に付する怠p.t_ と十fli作HJ→


























(らくだの脊骨を折るのは麦わら "thestra w that breaks 


























































































父親38オ服役中.母親34オ.姉15オ家事手伝い， ~llj'r 1 















































えられるケース酔をのせて釘<0 (lJi.WlJ A ) 
足止がf止力士したケースは事例 3を除いて判列 1から 6ま
で子どもの地設収谷を希望しているが.事{抑IJ2は組父が
ガンで死亡後， tJi母の生活がj高指いたとき机Rtが門分の


















事 仰l 危険な出来事 傷つきやすい状態 促進している要素 危機状況
不
母親入院したケース(事 母親の入院と母親死亡 無力感，現実回避，感 末子力保安を表現かつ. 家族全体が母親の死への
例A) のおそれ。 情抑制，スセーブ， コ。 過食，金銭持出，家出 不安を直視.不眠.集中




る 母親入院して，子ども 母親の入院。 子どもの世話について 上司から注意をうける。 子どもを施設にあずける
危 の養・育関難なケース いろいろな方法を試み こと に決意。
(事例 1) る。機
職場早退.緊張。
力日Jる 親類から養育を拒否さ 祖父入院。 子ども に薄着きなし。 祖母の妹家族の非協力 子どもを錨設にあずけて
入に機危 れたケース (事例2) 組母の妹:主にあずけら 情緒的不安定。 と，あずかることに対 ほしいと申出る。
よ れる。 する異議。
士よ 登校拒否児のケース ① 父親による役割l不 父母問の対立.たえま 父親が娘に暴力をふる 家庭裁判所に荷量婚申立て，
気る (事例 3) 履行。 のないロZ歯。 フ。 父親に対する子ども遠の
低下機危 ②母親の入院→退院L子ども遠の不安。 母親がいなくても家族 反感表面化。
緊張・不安→安猪，疲 は生活していけると父 母親自殺企図。
労。 親が母親を噸ろう。
司:a之 母家出，祖母孫の養子f 父服役中。 祖母の精神的，身休的 母親の兄弟からの意見 祖母養育拒否，施設収容
ま




肢体不自由児施設入所 父服役中。 母親への過重な負f目。 本児事散で2日間意識 母親疲労困ばい本児の施
と
士 を希望するケース(事 母親結骸通院治療。 不明。 設入所希望。
気 例 5) 学校桐IJ，養議学校へのグ〉
f下l; 転校勧める。










































































































































































































































































たと えば.斤年期は正常な発注の危機2剖 normatlve 






























































































































































































1 )小寺全世:大阪市立大学家政学部紀要， 22， 
196 (1974) 
187-
2) Naomi Golan; When is a client in crisis? 
Social Casework， 50， 389ー 394，(1969) 
3 ) Reuben Hill，' Generic Features of Families 
Under Stress: Crisis Intervention; Selected 
Readings， Howard J. Parad， ed.， Family Ser-
vice Association of America， 36-39， 1965 
4 )小寺全世:商iH~論文， 194 






7 )小寺全世:前掲論文， 187 -188 
8 )向上論文， 192に掲蔵したケース
9) Oavid M. Kaplan; Observations on Crisis 
Theory and Practice， Social Casework， 49， 
150-152， (1968) 
10) Naomi Golan; ibid.， 390ー 391，
11)エリクH. エリクソン，小此木将奮訳編.自我同一性



















29) Naomi Golan， ibid.， 394 
30) David M. Kaplan， 155 
-236ー 社会福祉学
31) Martin Strickler Applying Crisis Theory in 
a Community Clinic， Social Casework， 46， 150 
(1965) 
32) Oavid M. Kaplan， ibid.， 155 
(40) 
33) ibid.， 155 
34) ibid.， 155 
35) Agnes Ritchie， Multiple Impact Therapy; An 
Experiment， op. cit.， H. J. Parad， ed.， 227-236 
、‘
